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和歌⼭県⽴医科⼤学⽣協
⼊学⼿続きでの説明会

取り組み概要
⽇時：2/13〜3/15 の間で計13回
場所：和歌⼭県⽴医科⼤学

紀三井寺CP、三葛CP、伏⻁CP
参加者数：⼊学者280名ほぼ全員に対応

POINT.1

和歌⼭県⽴医科⼤学は、合格者が⼊学前に⼤学を訪れ、⼊学⼿続き
を⾏っています。⼤学が主管する場を活⽤することで、⼊学⽣のほぼ
100％に⼤学⽣協の案内・説明をすることができていました。
説明会に参加した新⼊⽣は、保護者の⽅と⼀緒に説明を聞き、気に

なることは質問をしながら、⼊学前の準備を⾏うことができていまし
た。

新⼊⽣⼀⼈ひとりに寄り添う

POINT.2

⼤学⽣協が⾏っているサービスや基本的なことの説明には、画像の
ような紙芝居が⽤いられていました。新⼊⽣・保護者の⽅に伝えるべ
き事項を、伝えたい意図のままに伝えられるように、そして、説明す
る⼈の間で差が⽣まれないように、⼯夫されていました。

紙芝居を⽤いて説明の質を確保

概要：⼤学が主管する⼊学⼿続きが⾏わ
れる⽇に、ブースを設置し、⼤学⽣協の
説明を⼤学⽣協職員から⾏っていた。

ご質問や[ Kʼs NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください︕

ブロック学⽣事務局 [ 出⼝ 美耶⼦ ] 
Deguchi.Miyako@univ.coop

POINT.3

和歌⼭県⽴医科⼤学⽣協には、学⽣委員会が存在しません。新型コ
ロナウイルス感染症の流⾏以前は、学⽣アルバイトを雇い新学期活動
を⾏っていましたが、それも感染症の流⾏を境に⽌まっていました。
今年度は、そんな学⽣アルバイト制度を復活。先輩学⽣から、⽣協の
お気に⼊りのサービスや⼤学⽣活を送るうえで知っておいた⽅が良い
ことなどを教えてもらい、新⼊⽣が安⼼して⼤学⽣活をスタートさせ
られるような仕組みがつくられていました。

学⽣アルバイトもサポート
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